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市道弥冨相生山線をめぐる「住民意向調査」についての要望書 

 
3 月 18 日の土木交通委員会で「建設の是非は市長判断」「前提となる住民意向調査を 9

月決算委員会までに実施」との方針が示されました。私たちはこれを、市民の意思を尊重

するものととらえ、好感をもって受け止めています。 

  

長年、相生山の道路建設問題に真剣に向き合ってきたものとして、「将来に禍根を残さ

ず、できるだけ大多数の意思が一致した選択」「高度で責任ある判断」がなされることを

心より願っています。 

 

「健全な生態系サービスの持続的発展」は全地球的課題です。環境万博（2005 年）・Ｃ

ＯＰ10（2010 年）・ユネスコＥＳＤ世界会議（今年 11 月）を積極的に担ってきた環境都

市名古屋として、相生山への誠実な対応は世界に問われています。 

また、名古屋市次期総合計画、長期的展望にたった市民生活の質追求という面からも、

「未来志向の、幅広い視点からの合意」を形成していくことが肝要です。 

 

これらのことを踏まえ、以下要望します。 

 
 

 
 

 

 
 

1. 調査対象・内容・方法などの「検討事項」策定についても、広く市民の意見を

とりいれるべく、話し合いの場を設定してください。 

 

2. 前項について、早急に必要な検討･措置をとっていただき、4月中に実現させて

ください。 
 

 
 

 
 

 

 

私たちは名古屋市民の素晴らしい判断を確信しています。それを支援するため、今後も

意見・要望を提出し続けます。これからもよろしくお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

以上                           


